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主催：公益財団法人越谷市施設管理公社　共催：越谷市教育委員会　後援：越谷市

◆東武スカイツリーライン　越谷駅東口　北側ロータリーより

　花田循環又は市立図書館行きバスの「花田苑入口」下車徒歩３分

◆東武スカイツリーライン 新越谷駅／ＪＲ武蔵野線 南越谷駅　北口より

　花田行き又は市立図書館行きバスの「花田苑入口」下車徒歩３分

◆前売券は150枚販売。当日券の販売あり。（当日券は天候により販売を中止する場合があり

ます。）

◆チケットをお持ちの方は、公演当日、日本庭園「花田苑」（午前9時～午後3時）に無料で入園できます。

◆駐車場には限りがありますので、ご来場の際はなるべく公共の交通機関をご利用ください。

◆会場内での食事はできません。※お席での水分補給可。また、公演中の写真撮影・録音・録画行為は固くお断

りいたします。

◆能楽堂の「能舞台」及び「観覧席の一部」は屋外の施設となりますので、防寒及び暑さ対策にご留意ください。

※公演当日、チケットをお持ちの方は屋外(中庭見所席)と屋内(館内桟敷席)の席がありますので、どちらか選択

していただき、それぞれの入場口よりお進みください。ただし、雨天時(予想含む)の場合、館内桟敷席のみでの

利用となります。
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一般 3,000円  学生1,500円（全席自由席・消費税込）
能楽堂友の会会員 10％割引  ※未就学児童の入場はできません

料 金

こしがや能楽堂　☎048-964-8700お問い合せ

こしがや能楽堂……………………………………………☎048-964-8700

越谷コミュニティセンター（サンシティホール）……☎048-985-1112
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9 月 12 日（金）チケット発売開始
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落
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　帝
が
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熊
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